
北播磨地域ビジョン委員会「生活分科会」 第 2 回記録 

１ 日時：令和２年 8 月 6 日（木）  18：30～20：00 

２ 場所：兵庫県社総合庁舎本館入札室 

３ 参加者：生活分科会メンバー8 名出席、2 名欠席 

⒋ 実践活動案について 

（1） 実施してみたい事業、関心のある事例等発表（自己紹介も） 

○○（多可）：消防団長、ちょいボランティア 17 人（㊟ちょいボラグルー

プやちよお助け隊）をやっている。85 歳以上の個人宅、夫婦のみの世帯宅

対象。病院、買い物に連れて行く。需要が多くなってきている。有休農地

の管理として、草刈り、中三原ラベンダーの会 10 人でラベンダー栽培し

ラベンダーパークなどに出荷している。 

○○（加東）：ろうあ者の手話。指点字で西脇へ行っている。高齢者の生活

支援として話し相手になっている。加東市ボランティアのサポートセンタ

ーを 7 人で立ち上げた。社協の窓口でやっている。 

○○（加古川）：指標について、障害者にも暮らしやすいか、生活の不便 

さを補うサービス産業が増えているか、若者が希望を持てる社会だと思う

かの割合が低い。⇒情報が豊富で、ものが手に入りやすい社会。 

○○（小野）：エクラで NPO 法人の運営をサポート（㊟NPO 設立等・相

談支援事業）、壺井さんが上司。エクラの窓口業務を担当。 

○○（小野）：エクラでボランティアの運営、NPO 法人の運営サポート、



自立することが目標。オンライン勉強会を開催（チラシ持参。㊟8 月 24 日、

NPO・市民活動団体のためのオンライン勉強会）。⇒社会参加している人

の増加に興味を持ってほしい。 

○○（加東）：ワークセンターすみれ（㊟就労継続支援 A 型、小野市古川

町）利用、回復してきた。ピアカウンセリング資格取得。利用者同士で出

かける。やりたいことが多いが、折り合いをつけていきたい。 

○○（加東）：加東市役所勤務。防犯、防災、交通安全担当。自主防災組織

の学校単位での訓練。自衛隊や警察も参加して大がかりに実施。高齢者の

安全教室、特殊詐欺に会わないように呼びかけ。 

○○（西脇）：地域では民生委員。仕事はフェニックス共済加入促進。街が

きたないことや、車の運転で思いやりがない、心がきたないことが気にな

っている。 

（2） 実施したい事業の候補 

○○：高齢者をキーワードに議論。元気であってもひとりぐらしは寂しい。

高齢者のできることを活動してもらう。グループの方を呼んでいくのか。 

1 番目：高齢者を対象、2 番目：防災を対象としフリートークしたらどう

か。 

○○：東条で高齢者のところへ行って料理をつくる、古いうちわに白い紙  

を貼り、絵を貼るなどしている。弁当の配布もしている。高齢者は話しが

したくで離してくれない。人と人とのつながりがちぐはぐになっている。 



○○：高齢者だけを集めて・・・ 

○○：75 歳までの健康体操をやっている。 

○○：こども食堂もやっている。（㊟八千代交流広場推進協議会が月 2 回 

八千代プラザで実施） 

○○：活動は橋渡しとなるものでよい。 

○○：ちょいボラ 2、こども食堂 2 カ所。地域住民に PR をする。 

○○：草引きを高齢者にさせたらよい。防災のとき・・・ 

○○：お弁当配布のとき高齢者は話し相手を求めている。みんなと一緒に

したい。一人ぐらしのさみしさはわからない。話をしたい。一緒にものを

作りたい。子どもたちと一緒に何かをしたい。草引きも大勢ですればよい。

活動の橋渡しをすればよい。 

熊本地震の手伝いに行った。赤札が貼ってあった。下敷きになった猫がい

た。被災しても地元の人は優しかったし、明るかった。加東で地震が起き

たら人の優しさ、つながりができると思う。 

○○：PR は町内会に張り紙をしたらよい。 

○○：カレンダーを作った。・・・・ 

○○：防災について継続するか。 

○○：・・・・・ 

○○：大道芸人を呼んできたら人集めになったと思う。・・・ 

○○：人集めは、教育大学ボランティアグループ（㊟兵庫教育大学教職キ



ャリア開発センターボランティアステーションのこと）と連携するとよい。 

○○：高齢者の見守りについて、どういう仕掛けがあるか。 

○○：リーダー本（㊟和智右桂著「SMALL LEADER SHIP」を読んで

いる。協調型リーダーシップについての本。・・・・ 

○○：目標 3 なら、障害者、子どもも含めることができる。 

○○：兵庫教育大学ボランティアセンターに入っている。これを利用する

とよい。学生ボランティアが手伝ってくれる。 

○○：防災運動会が三木市だったか、神戸新聞に掲載された。 

○○：マルボー・・・ 

○○：交通安全は高齢者だけでなく、子どもも対象になる。警察の力を借

りて、地域住民の参加を得て実地で取り組める。 

（3） 次回検討事項 

きょうの意見を踏まえて、われわれの活動により地域の人にどういう 

橋渡しができるか、どういうしかけが必要かを検討し、活動計画書を作

成していく。案があれば事務局に出していただきたい。 

 （4）次回開催予定  8 月 27 日（木） １8 時～、県民局入札室 

⒌ 閉会 


